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目的及び方法、成果の内容 

 

①目  的 

MRI 装置は Radio Frequency パルス（RF パルス）を人体に照射し、その共鳴信号を画像化することで

人体の断面を撮影する装置である。MRI 検査では、人体内に金属や不明金属が挿入されている場合、RF

パルスによる金属発熱の安全性が確認できないと検査を行なうことができない。近年市販されている

MRI プロテクターは金属部分を覆うことで、発熱がなく安全に検査ができると言われているが、その安

全性を確認した報告は少ないため、今回その発熱や遮断効果について確認する。 

 

②方  法 

市販の MRI プロテクターを用い、覆う部分の面積に対する遮断効果、覆う部分の面積に対する画質評

価、覆う箇所に対するアーチファクトの混入数を評価し、安全性と画質を評価する。 

 

③成  果 

 

MRI プロテクターを用いて、発熱を低減効果を画像上で確認した。ファントムに対して①上の部分を覆

う②下の部分を覆う③全て覆う④一部のみ覆う、これら４通りの方法にて評価を行った。結果より金

属インプラントがある場合、その部分に対して 20cm ほどの余白をもって全て覆うことで完全に発熱を

防ぐことが分かった。今後対応不明インプラントや入れ墨など、発熱のリスクがある部分に対しては

MRI プロテクターを使用することでより安全に検査することが可能である。 


